
pamu訂cantusaddharp.再考
ー「信を発こせ」か「信lを捨てよ」かー

村上真完

仏が悟りを聞かれた直後に、自分のd悟った理法 (dhamma)が、深遠で人々

には理解されない、と思って説法を龍賭したところに、党天が現れて説法を請

う。それに対して仏が答えたという詩の中に、 この語句が出ている。すなわ

ち、
(1) 

aparuta tesal1l amatassa __dvara 
(2) 

ye sotavanto pamuncantu saddhal1l 
(3) 

vihil1lsa-sanni pagul)al1l na 'bhasil1l 
(4) 

dhammal1l pal)Ital1l manujesu Brahme ti 

(Vin. 1. p. 74-7， D. n. p. 3921-24， M. 1. p. 16924-27， S. 1. p. 13822-25) 
(1) (Brahme) を加える M

(2) pamuccantu S. 
(3) na bhasiip. S.，M ; n'abhasiip. D.， na bhasi Vin. 
(4) Brahme'ti Vin. 

これを中村元教授は、こう訳している。

耳ある者どもに甘露(不死〉の門は聞かれた。エ空~怠想史噴主主。焚
天よ。人々食害するであろうかと思って、すったくしはいみじくも絶妙なる

ヘ~ゾゾ、~九九八〈戸~、~へ~、

真理を人々には説かなかったのだ。(波線、は筆者〉

(中村元選集〔決定版〕第11巻『ゴータマ・ブッダjJ1 春秋社、 1992年， p.449) 
お

この中、波線部の訳文に問題がある。筆者は、少なくともそこを「信を発こせ

〈寄せよ)Jrc自分が1傷つく(煩わされる〕ことを想って」と改めたい。
実はすでに筆者は、上のように解する私見を公表し詳論した (W仏教諭叢』第

32号，昭和63年9月、 pp.63-67，村上真完・及川真介『仏のことば註jJ(四〕、春秋社，

1989年10月， pp.181-189)。

しかしその後、本年 (1992)になって、中村元教授は『ゴータマ・ブッダjJ1 

(中村元選集〔決定版〕第11巻、春秋社、 1992年2月〉を公刊して、拙論の趣旨に反
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論じ、また仏教思想研究会編『仏教思想11 信~ (平楽寺書応、 1992年5月〉の第

一章にもrr信」の基本的意義」とし寸論文を載せて自説を展閉じている。そ
こで筆者は中村教授に答えることが、責務であろうと考える。

中村教授は問題の語句を、古くから rcおのが〕信仰を捨てよJ(Wゴータマ・
ブッダ(釈尊伝)jJ法蔵館、昭和33年、 p.120)と訳しており、また最近は「かれら

は(各自の〉信仰を捨て去れJ(W信jJp.25)とも訳す。そして、
最近学界の一部ではその句は「信を寄せよ(発こせ)Jとしづ意味であると

いう主張がなされている。その論拠は、註釈文献(パーリ語〉と漢訳にそ

のように解釈されているからであるという。しかしこの解釈には賛成しか

ねる (Wゴータマ・プッダjJ1. (決定版Jp.462) 

と、註記してその理由をのべている。要するに「信を発こせ」ではなくて「信

仰を捨てよ」であるというのである。その理由は、まずサンスクリット文献

で寸土pramuncatiは、『リグ・ヴェーダ』以来「捨て去るJI放棄する」という意
味であり、少L遅れた文献でt工「ゆるめるJr自由にする」ことを意味してい
る。このことは、諸辞典の一致している語義である。次に「信を発こせ」とい

う解釈は、要するに後代の解釈であるというのである。しかし後代の解釈であ

るブッダゴーサの註釈文(パーリ原文〉を一行引用して、訳文を示すことなく、

「当時の諸宗教に対する信仰を捨てよというのであろうJ(同p.461)とも付記

している。パーリ註釈文の真の意味を再確認すべきである。いま、その前に、

動詞 pramuncati(praゾ五五石パーリ pamuncati)の意味を確認したL、。

中村博士はこの動詞の意味を上述のように示して、辞典 (0.Bohtlingk u. R. 

Roth， Monier Monier-Williams， V. S. Apteなど〉の名をあげて、それらの一

致している語義である、とし、う。しかし、それは実は正確ではないのである。

いま手始めに荻原雲来編『党和大辞典jJ 11， (鈴木学術財団、 1967)の pra-

MUCの項をみると、

解放する……(中略〉…発する、放っ、……(中略〉……贈与する、付与す

る、(涙 asru引を〉流す

とある。詳しい用例はないので、これだけでは、この語の用法はよくわからな

いが、中村博士がいうほどこの語の意味や用法は単純ではないことが予想され

る。

ここで、まずベートリンクとロートの辞典 (SanskritWorterbuch， St. Peter.s会
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burg， 1955-75， PWと略〉における praJ五両cの用例をみてみる。すると、
ここには、中村教授がいうような単に「捨て去る」とか「放棄する」という意

味が、私の解するところでは、ないのである。少なくとも第一義的な意味では

ないようである。 praJmucの意味をPWの示す用例からまとめてみると、

能動態の意味は、

①〔弓の弦(jya)、掩い (abhinahana，目隠し〉、縛縄 (pasa)を〕解く〈は

ずす、ほどく〉

②〔罪 (papa)、老 (jara)、恐れ (bhi)、悪運 (durita)を〕脱する(振り払

う、追い払う、取り去る〉

③〔精液 (retab.)、煙 (dhuma)、声、音 (svara)を〕出す、〔涙 (a品ru)を〕

こぼす

④〔矢 (astra)、槍を〕放っ

⑤〔行為 (karman)を〕離れる(控える〉

⑥〔臥床 (astaraQ.a)、花環 (sraj)、女を〕見捨てる

⑦〔首飾り (mala)、視力 (dr科i)を〕与える(授ける〉

⑧〔人を、縛縄 (pasa)、戦い (samara)、神々 (devata)から;馬 (asva)を〕

解放する(自由にする〉

に分類されるであろう。⑥は「放棄する」といってもよい。⑥と⑦とでは日本

語の意味では反対のようであるが、本当はそうでない。自分の方から手放し捨

てる、ということ(⑥の意〉は、相手に対しては与える、授ける(⑦の意〉、と

いうことになるのである。以上の八つの意味を、もっと簡単にしてみると、

。}[しばっているものを〕解く

(b) [中(傍、体内〉にあるものを〕出す(放っ〉

ということになろう。

パーリの pamuncati の用例と用法は、 PaliTiρitakam Concordance 

(Vol. m. Partm. London 1969)に出ている。いまその用例をみると、大体は先

のPWの用例の延長線上において理解できるものである。

しかしそれらの中で、「言葉 (vaca，gir討を発する〈放っ、語る)J という新

しい用例があることに注意したい。「言葉を捨て去る」のではないのである。

それにならって、同様に「信 (saddha)を発する」と解することは、理解しやす

いであろう。先に見たように動調 praJ五五己が、「中にあるものを出す」のが
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原意の一つで、あった。してみると心の中にある信(信仰心〉を外に向かつて出

す(しかし、捨て去る、というのではない〉というのは、不自然ではないはずであ

る。このことを確定する前に、信(品raddha，saddha)の用例を調べておきた

弘、o

sraddha， saddha (信〉の原語について考察するとき、我々は知らずしらず

の中に、日本語の信や信仰の意味を投影して考えていないか、という点を反省

しなければならない。日本語では、正信もあれば、邪信、迷信‘盲信のような

用語例もある。「信を捨てるJI信仰を捨て去る」ということは、日本語では全

く問題のない表現である。しかしはたして、サンスクリ γ トの sraddhaやパ

ーリの saddhaに、邪信のような用例があるかどうか。そして特に品raddha

を「捨てる」とか、「捨て去る」とかいうことが意味をなすのかどうか。 こう

いうところに、最も注意する必要がある。それを知るためには、 sraddha 

(saddha)の用例を集めて考察しなければならない。

sraddhaの用例とその意味については、これまで相当の研究が行われてき

た。その中で HanSMWerbirlK6hler， trod-dM in der Mdischen und 

altbuddhistischen Literatur， Glasenapp・.StiftungBand 9， Wiesbaden 

1973 (Dissertation， Gottingen 1948)は、主にヴェーダ文献における動調 srad-

dhaと名調 sraddhaの用法とその意味を考察している。また PaulHacker， 

sraddha， WZKSO.班.1963，pp. 151-189もヴェーダ以来の sraddhaの意味

用法を整理している。

ケーラーによると『リグ・ヴェーダ~ (Rg-Veda，RV)においては、 sraddha

は「神学的な信J(theologisches Credo)ではなくて、「信頼J(Verttauen)一一

それは神々やその力、しかも大抵は lndraに関する信頼ーーである (p.64)と

いう。そしてこれにはハ y カーも賛成している (Hackerp. 160)。そしてその

意味の発展は、信頼 (Vertrauen)、忠実さ (Treue，誠実さ〉、帰依 (Hingabe)‘

供犠愛好 (Opberfreudigkeit)、布施愛好 (Spendefreudigkeit)となる (Kohler

p. 64， Hacker p. 160)と。ブラーフマナにおいては、 sraddhaは供犠の力に対

する信頼となるほ凸hlerp.65)と。

また、ハッカーは sraddhaを知性的な sraddha--それは師の教示に対す

る信頼、依存心であるーーと祭把的な sraddha-ーそれは人の欲望を神へと

運び、司祭者へと運ぶ乗物(媒介者〉である。一ーとに分けている (p.188)。
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いま詳じい検討は省略するが、ケーラ一等が示した sraddhaの意味の「信

頼」、「忠実さ」等は、「捨てる」という動詞の目的語となりえないであろう、

ということだけ陪付言することができょう。実際にむaddhaを「捨てる」と

解すべき用例は見出されていないo sraddha は fC断ずる」ω司百;断つ〉と
いう動調の目的語となる。これは「信頼を断ち切る」というのである。

さて上引の詩句の意味を確認するため、パーリ註釈をもう一度読解してみよ

う。

(1) 
Pamuncantu saddhan ti sabbe attano saddhaqi. pamuncantu， vis-

(2) (3) 
sajjentu Pacchima-p亘da-dvayeayam attho: Ahalp hi attario 

ρagu'fJa1fl suppavattitam pi imanJ ta'fJita勿 uttama-dhamma1fl
(4) (5) (6) 

kaya-vaca-kilamatha-sanni hutva na 'bhasiffl idani pana sabbo 
(7) 

jano saddhabhajanalp upanetu: puressami nesalp saIlkappan ti 

C8ρ.V・p;96318-22，8v II.p ・47~IO-16， Ps.Il.p.18123-28， 8ρk.l.p・2036-11)

(1) muncantu Sv. 
(2) vissajjantu Sム，Sρι
(3) ayam ev' attho Sp. 
(4) hutva manujesu ddvamanussesu Sp. 
(5) na bhasi Sp.， na bhasil1l Spk.， n' abhasi11l Sv.， na bhasil1l 
Ps. 

(6) 以下を欠く Sρ. 

(ηsankappan'ti Sv. 
お はつ

『く信を発こせ(寄せよ)>とは、皆、自分の信を発こせ、発せ(寄せよ〕。最
2) 

後の二句にはこの(以下の〉意味がある。なぜなら、私は、 自らくよく知

っている〉よく確立(理解〉している〔法である〕けれども、このくすぐれ

た(微妙な)>最上のく法(教法、真理)>をば、〔自分の〕身・口の疲労を

く想って〉いて、〔人々に即ち神々や人々 Sρ〕く説かなかったのだ〉。

ところが、今やすべての人々は信の器を捧げ(向け〉よ。〔私は〕彼ら(人

人〉の思いをかなえよう(満たそう〉と。』

ここには「信仰を捨てよ」という解釈の余地はない。いまこれに従って先の

詩節の拙訳を示すと、次のようになる。

『彼等に不死(甘露〉の門が聞かれた。およそ誰でも耳ある人達は信を発

ー-32ー『

は銀民み県民恵熱心鮫公心主長忠良県以必
艶ヱエに更すぐ、れた微妙な〉法をば人々に説かなかったのだ、党天よ、

と。』

波線部が中村元訳と異なることになる。この詩節の漢訳の諸例や、サンスク

!J 0/ト文献における併行例については、すでに示した(Ii'仏のことば註~ (四)pp.
185-189)。また上の解釈のためには、 8uttaniρata1146とその註釈の解釈が参

考になる。それについてもすでに述べた。上の詩節についての私の解釈を改め

る必要がないことが確認されたと考えゑここに党天の勧請に答えて、仏は、

聞く者たちが信を発こし、仏を信頼すべきことを願いつつ、説法を決心した、

という趣旨に解されるのである。

〈注〉

1) 原実 (MinoruHara)教授の書評(11.よ vol.19，1977， pp.105-10めがあ
り、有用である。また同教授の Noteon two Sanskrit Religious Terms 
Bhakti and Sraddha，fII]. voL 7，1964， pp.124-145は、古典文学の用例を多
く網羅している。

2) 以下3行の解釈は『仏のことば註.!I(四)p. 184 1.18とは異なるが、今の訳が
正しい。

3) なお Rev.Richard Morrisは Notesand Queries， JPTS 1885， pp. 46-
48において、 pamuncatisaddhal1lを正しく proclaimthe faith， declare 
the faithと解している。しかし、その解釈は最近まで無視されてきた。K.R.
Norman， The Group 01 Discourses (Sutta-Nかata)、London1984)が
Suttanipata 1146cの pamuncassusaddham ((君も仏に〕信を寄せよ〈発こ
せ))を declareyour faithと英訳したのは、 Morris説の継承であろうか。
また1992年6月20日愛知学院大学における日本印度学仏教学会においで、阪本
〈後藤〉純子氏は「焚天勧請」について研究発表をして、 この詩節とサンスグロ
ット諸本との文献学的な比較考察をしていたが、筆者と同様の理解を示して問題
の文句を「信仰を発せよ」と訳している (fli'焚天勧請』の原型J Ii'印仏研~ 41ー
し平成4年12月.pp. 474-469)。

F 四 33-



ISSN 0287・1165

第 37号

平成 5年 9月

浄土宗教学院


